
作
品
「
鏡
太
鼓
」
は
昨
年
か

ら
制
作
に
取
り
掛
か
り
、
精
魂

を
つ
ぎ
込
み
今
年
七
月
に
完
成

さ
せ
た
も
の
で
、
高
さ
約
70

㌢
、
幅
約
50
㌢
の
大
き
さ
。

木
彫
の
制
作
活
動
が
四
十
七

年
に
及
ぶ
遠
藤
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
自
分
な
り
に
楽
し
み
な

が
ら
、
作
品
づ
く
り
に
励
み
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

谷
本
巌
市
長
の
言
葉
＝
「
遠

藤
先
生
に
は
、
ご
労
作
の
見
事

な
彫
刻

鏡
太
鼓

を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
本
作
品
は
、

大
太
鼓
奏
者
の
力
強
さ
と
気
迫

が
み
な
ぎ
る
、
誠
に
素
晴
ら
し

い
作
品
で
あ
り
、
先
生
が
平
素

よ
り
修
練
さ
れ
た
技
量
の
賜
物

で
あ
る
と
、
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
先
生

に
は
、
今
後
も
ご
健
勝
で
、
よ

り
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
」

福
祉
の
活
動
拠
点
さ
く
ら
の

家
で
七
月
四
日
、
七
夕
ま
つ
り

が
開
か
れ
、
倉
掛
の
お
年
寄
り

ら
約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
落
合
清
三
会

長
が
「
恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
に

よ
う
こ
そ
。
し
っ
か
り
楽
し
ん

で
良
い
一
日
に
し
て
下
さ
い
」

と
挨
拶
。
「
七
夕
」
の
合
唱
に

続
い
て
短
冊
に
個
々
の
願
い
を

書
き
笹
に
取
り
付
け
た
。
こ
の

ほ
か
「
四
季
の
歌
」
を
歌
い
な

が
ら
手
話
を
学
ん
だ
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
ピ
ン
に
見
立
て
た

ミ
ニ
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。

さ
く
ら
の
家
は
倉
掛
地
内
に

平
成
十
年
、
医
師
佐
々
木
健
氏

が
基
金
を
提
供
し
て
開
設
。
六

～
十
一
人
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
空
堀
改

修
工
事
が
七
月
二
十
七
日
、
終

わ
っ
た
。
こ
の
堀
に
は
近
年
水

が
無
く
、
周
囲
の
樹
木
が
石
垣

を
押
し
出
す
形
で
景
観
を
損
ね

危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
神

社
の
自
費
会
計
で
改
修
さ
れ

た
。
堀
の
深
さ
は
以
前
よ
り
浅

く
な
り
、
太
鼓
橋
を
挟
ん
で
南

北
の
周
囲
に
は
大
小
の
自
然
石

が
積
ま
れ
た
。

神
社
関
係
者
は
「
郷
社
は
広

い
だ
け
に
整
備
が
大
変
。
か
と

い
っ
て
荒
れ
た
ま
ま
放
っ
て
お

く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
雨
の

日
に
ぬ
か
る
む
参
道
も
こ
の
際

改
良
し
ま
す
。
氏
子
各
位
の
ご

理
解
を
賜
り
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

夏
休
み
に
入
っ
た
七
月
十
九

日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
、
少
年

団
主
催
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
郷
社

境
内
で
行
わ
れ
た
。

毎
日
、
午
前
六
時
三
十
分
前

に
な
る
と
「
一
日
の
ス
タ
ー
ト

は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
」
と
い
う

愛
好
者
を
含
む
倉
掛
地
区
民
ら

約
七
十
人
が
集
ま
り
、
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
曲
に
合
わ
せ
て
元

気
に
体
操
を
行
っ
た
。

今
年
も
倉
掛
少
年
団
初
代
育

成
会
長
の
８
組
大
久
保
格
さ
ん

が
「
腕
を
大
き
く
振
っ
て
」
、

「
膝
を
曲
げ
な
が
ら
」
と
、
子

供
達
の
動
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
指
導
に
当
た
っ
た
。
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８
組
の
遠
藤
生
三
さ
ん
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（１）

今
年
も
大
久
保
さ
ん
指
導

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操

井
原
市
か
ら

感

謝

状

岡山県展の彫刻部門で過去７回の輝か

しい入賞歴をもつ倉掛８組の遠藤生三さ

ん(78)がこのほど、約１年をかけて制作

した木彫の大作「鏡太鼓」を井原市へ寄

贈、７月16日に谷本巌市長から感謝状が

贈られた。

倉掛自治連合会は７月中旬、市外で暮ら
す地元出身者にも地域情報を伝えようと、
インターネットのホームページ
「倉掛自治会」を開設した。
同会は回覧や倉掛新聞などに

よってニュースや話題を地区内
に提供しているが、配布に限度
があることからホームページに
よる情報伝達を検討していた。

サブページには新着情報・行
事予定・倉掛少年団・サロンあ
すは・郷社足次山神社などを盛
り込んだ。さらに井原市役所、
５－１組実森久松さん、格闘技
で世界的に活躍している８組藤
井邦昭さんの長女恵さんらのホ
ームページをリンクしている。
東京で暮らす倉掛出身の男性

は「懐かしい思いで見た。楽し
い写真を多く載せて」とコメン
ト。情報機器の分野に詳しい16組川上吉弘
さんは「自治会がホームページを開いたの
は井原市で初めてだろう。期待が膨らむ」
と話している。
アドレスは下記のとおり。
http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

ふる里の
情報発信

５０人が集う

空
堀
や
参
道
を
全
面
改
修

井
原
鏡
太
鼓
の
平
松
利
康
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
鏡
太
鼓
」

交流に笑顔
さくらの家で七夕まつり

郷 社

遠藤生三さん

「幸せなら手を叩こう…」



全
団
員
が
参
加
し
た
今
年
の

キ
ャ
ン
プ
は
上
房
郡
賀
陽
町
の

国
立
吉
備
少
年
自
然
の
家
。
井

原
か
ら
北
へ
バ
ス
で
約
一
時
間

半
、
標
高
約
５
０
０
㍍
の
所
に

あ
る
。
本
格
的
な
施
設
に
加

え
、
食
材
や
調
理
器
具
な
ど
一

切
を
現
地
調
達
で
き
る
た
め
人

気
は
高
く
、
一
年
前
に
予
約
が

必
要
と
い
う
。

午
前
中
に
現

地
入
り
し
た
一

行
は
昼
食
後
、

鳴
滝
湖
の
カ
ッ

タ
ー

は
る
か

ぜ

に
乗
り
込

む
。
初
め
は
長

い
オ
ー
ル
に
手

こ
ず
っ
た
が
、

「
オ
ー
エ
ス
、

オ
ー
エ
ス
」
の

力
強
い
掛
け
声

と
共
に
カ
ッ
タ

ー
の
ス
ピ
ー
ド
は
徐
々
に
上
が

り
、
団
員
の
表
情
に
爽
快
さ
と

充
実
感
が
み
な
ぎ
っ
た
。

午
後
三
時
半
か
ら
班
ご
と
の

夕
食
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
す

き
焼
き
組
が
二
班
、
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
と
カ
レ
ー
う
ど
ん
の
組
が

各
一
班
と
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ

ー
で
、
味
は
す
べ
て
上
々
だ
っ

た
と
い
う
。

皆
が
お
待
ち
か
ね
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
は
夜
七
時
を
回

っ
て
か
ら
。
夜
空
を
焦
が
す
炎

を
囲
ん
だ
各
班
の
出
し
物
は
、

愉
快
で
楽
し
い
。
今
年
も
ゲ
ス

ト
に
招
か
れ
た
倉
掛
７
組
の
倉

橋
一
郎
さ
ん
は
、
ギ
タ
ー
を
奏

で
な
が
ら
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」「
今
日
の
日
は
さ
よ
う

な
ら
」
な
ど
五
曲
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
、
喝
采
を
浴
び
た
。

二
日
目
の
メ
イ
ン
は
自
由
に

選
択
で
き
る
「
親
子
で
ハ
ン
ド

ク
ラ
フ
ト
」
。
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン

・
竹
細
工
・
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く

り
・
プ
ラ
ホ
ビ
ー
な
ど
の
モ
ノ

作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
午
後
か

ら
は
芝
そ
り
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

に
興
じ
、
キ
ャ
ン
プ
の
全
日
程

を
無
事
終
え
た
。

育
成
会
の
谷
和
政
会
長
は
、

「
好
天
に
恵
ま
れ
屋
外
で
活
動

で
き
て
良
か
っ
た
。
育
成
会
の

皆
様
に
は
二
日
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。
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8/12～15 倉掛少年団有志富士登山
8/14  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
8/15  井原町盆踊り大会（井原小）
8/21  井原中学校ＰＴＡ奉仕作業
8/21  倉掛自治会臨時総会

午後７時～（さくらの家）
8/21  自治連合会防犯パトロール
8/22  井原小学校ＰＴＡ奉仕作業
9/ 1  井原学区２学期始業式
9/ 5  消防団第３部試運転日
9/11  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
9/12  井原町敬老会 （井原小）
9/18  井原中学校体育大会
9/18  自治連合会防犯パトロール
9/19  ぶどうの里ふれあいマラソン
9/26  井原町大運動会
10/ 3  井原市民体育祭
10/ 9  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
10/24  井原町鬼まつり

原郵便局長が１８－１組自治会へ初加入
倉掛地内の郵便局長官舎に住む廣瀬重三

局長は「地域に親しまれる郵便局であるために
は私自身、地元の方々と交流を深める意識が大
切です」と述べ、このほど歴代井原郵便局長と
しては初めて１８－１組自治会へ加入した。

社西側市道の舗装を要望
自治連合会は先般、１４組の江草敏夫さ

ん宅から倉橋光明さん宅に至る郷社西側市道約
６０ｍ間の舗装整備に関する要望書を市へ提出
した。

型不燃性粗大ゴミの回収
井原市環境課が今年も井原町の大型不燃

性粗大ゴミ回収を７月２５日、井原小学校グラ
ウンドで実施。搬入指定時刻の午前８時前から
粗大ゴミを積んだ車の長い列ができ、各地区自
治連合会から集まった担当者約５０人は２時
間、汗だくで対応した。

治会臨時総会を開催
倉掛自治会が８月21日にさくらの家で臨

時総会を開く。井原町大運動会の選手割当と自
治会規約の一部改正案を上程する。

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛少年団キャンプ

変

化

に

富

ん

だ

思
い
出
の
一
泊
二
日

夏
休
み
に
入
っ
て
早
々
の
七
月
十
七
～
十
八
日
、
倉
掛
少

年
団
（
山
岡
弘
樹
団
長
十
八
人
）
と
同
育
成
会
（
谷
和
政
会

長
十
七
人
）
が
吉
備
高
原
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。

●「いろいろあったけど一番楽
しかった事はキャンプファイ
ヤーです。琴美ちゃんもとて
も楽しんでいました。またい
きたいです」＝６年山岡弘樹

▲「一番心に残ったことは、カ
ッターこぎです。みんなで力
を合わせて一生けん命こいで
手もつかれたけど、楽しかっ
たです」＝６年横田博子

■「キャンプの思い出は班で作
ったすきやきがおいしかった
ことです」＝６年増成大貴

●「キャンプで、カッターなど
みんなと協力できたことや仲
良くできて、とても楽しかっ
たです」＝６年森生子

▲「キャンプに行きました。一
番おもしろかったのはキャン
プファイヤです。まだ、とま
りたかったです」＝６年濱田
和紀

■「少年団キャンプでカッター
に乗りました。みんなで力を
あわせて一生けん命こぎまし
た。手が痛くなったけど、楽
しかったです」＝６年谷知美

●「私がキャンプで一番楽しか
ったことはキャンプファイア
ーです。みんなの出し物がと
ても楽しかったです」＝６年
守屋淳美

▲「６年生になってのキャンプ
はとても楽しかったです。カ
ッターでは、みんなと協力し
て最後までできました。夜は
倉橋のおじさんの歌とギター
がとてもよかったです。それ
に琴ちゃんもこれてよかった
です。私はもう行けないけど
まだまだ行きたいっていう気
持ちです。キャンプにもう行
けないのがざんねんだけど、
とてもいい思い出になりまし
た。楽しかったです」＝６年
平井温子

■「みんなで流したあせ。みん
なでみつめた炎。子供も大人
も大満足でした」＝育成会・
浅井久裕

●「初めてのキャンプで子供の
意外な一面も見られて、親子
共々楽しいキャンプでした」
＝育成会・吉川理津子

倉
橋
一
郎
さ
ん

今
年
も
ゲ
ス
ト

無
事
に
全
日
程
を
終
え
た
皆
の
表
情
は
明
る
い

井

郷

大

さわやか吉備高原

自


